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民族間交流の壁とステレオタイプの再生産 

中国における民族系大学におけるチベット族学生に焦点をあてて 

                    

  XIE YOQING(北海道大学) 

 

一、はじめに 

1.1 研究背景 

中国では、少数民族をめぐる政策の中で「中華民族運命共同体」という概念が強調されてきた。ま

た、大学進学試験では少数民族受験生に対して「加点」をするなどの優遇政策が行われ、その結果、

大学に進学する少数民族学生も増えてきたと言えるだろう。 

1.2 先行研究 

1.2.1 少数民族政策とそれによる問題点 

少数民族政策により、政治、経済などの面で格差が生じてしまい、少数民族教育において少数民族

文化より漢族文化が中心となり、少数民族の学生に自己不全感をもたらした（陳，2019）。「加点」

などの優遇政策に対する漢族の不満の声も増えてきている（滕・马，2005）。また、少数民族教育政

策の下、少数民族学生の学力が低水準に留まっていることを問題視されている。学力などを原因とし、

チベット族学生が大学で差別の対象となり、他の民族学生と一線を画しながら、自民族意識を強化す

る傾向がある指摘されている（Yang,2017）。しかし、差別と民族間の壁が形成されるまでの経緯につ

いて十分な説明がなされていない。 

1.2.2 文化モデルとソーシャルリアリティ 

Gibson and Ogbu(1991)は、アメリカの移民および非移民を対象として学力パフォーマンス調査を実

施し、この二つの集団は文化モデル1が異なるため、教育システムに対する理解も異なっており、移

民集団は教育を通し社会位置の上昇を目指しているから、学校での勉強を重視する一方、非移民集団

は教育を不信頼し、学校での勉強を重視しない。チベット族にとって彼らの文化の核は「チベット仏

教」である（月原，2008）。さらに、チベット族は生活する環境が漢族と違うし文化も違うから、こ

の二つの民族のソーシャルリアリティ2も異なる。このソーシャルリアリティの違いも、チベットで

の緊張情勢の源であると指摘されている(Yu and Kwan，2020)。 

1.2.3 ステレオタイプと民族間交流 

漢民族文化を中心とする中国社会においては、少数民族に対するステレオタイプが形成されやすい

(Heberer，2004)。党・高・万（2016）によると、ステレオタイプの存在、特に否定的消極的なステ

レオタイプの存在は、少数民族は漢族と積極的に交流する意欲を抑え、漢族側はそれらのステレオタ

イプによって相手を認識し、偏見、差別に至る場合もあるから、民族間交流の実践に負の影響を与

えている。しかし、こうした従来の議論は、飽くまでも理論的な議論としての性質が色濃く、調査に

                                                      
1文化モデルとは生活している社会で所属している団体と他の団体を理解するための手段である（Gibson,Ogbu，

1991)。 
2 ソーシャルリアリティとは文化モデルにより社会のあり方を認識することである（Gibson,Ogbu，1991)。 
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基づいた実証的な研究の手前というべき場所に留まっている。よって、それが多くのケースに当ては

まるとも言い切れず、詳細な事例研究の蓄積が待たれている。 

1.3 研究目的 

本研究では、中国の少数民族に対する教育政策を背景として踏まえつつ、チベット族学生と非チベ

ット族学生の交流や、学生間の相互行為において存在する壁とステレオタイプの関係を考察していき

たいと考えている。 

二、研究方法 

調査の実施方法には次の 2 つを採用した。すなわち、①チベット族学生の日常生活の場面への参与

観察と、②グループ単位および個人単位の半構造化インタビューであり、対象者をチベット族学生と

非チベット族学生に分けた上で実施した。非チベット族に関しては、日本語専攻の大学 3年生 24名、

および日本語専攻の大学 1 年生 27 名と教員１名を対象としたグループインタビューを実施し、加え

て 3 名の非チベット族学生に個人インタビューを実施した。チベット族に関しては、文化産業管理専

攻の大学 3 年生 4 名、および獣医学専攻の大学 3 年生 11 名を対象としたグループインタビューを実

施し、8名に個人インタビューを実施した。 

三、考察 

3.1非チベット族間相互行為 

 非チベット族学生の中では、元々チベット文化に関心を持っている人が少なく、小学校から中学

校までの学校教育では他の少数民族文化、歴史についての科目もほとんどなく、チベット族に関する

知識の情報源はマスメディアだけであった。したがって、非チベット族学生の間では、チベット族学

生に対する認識も偏っており、党、高、万（2016）により、少数民族文化に対する理解が不十分であ

る場合、民族ステレオタイプで相手を認識してしまうと指摘している。 

 民族ステレオタイプの概念についての議論は色々あるが何・赵・郑（2011）によると、民族ステレ

オタイプとは、さまざまな面がある民族の文化、価値観及び行為などを、一つの属性、定義を総括し

てしまうことである。 

本調査では、非チベット族学生の間で「暴力的」「清潔感がない」「うるさい」などの民族ステレオ

タイプが挙げられた。「暴力的」については、個人インタビューでもグループインタビューでも「先

輩からチベット族学生は学校内で暴力を振る舞う話を聞いたことがある」という話があった。グルー

プインタビューでは非チベット族教員も「他の先生から昔チベット族学生とイ族学生は暴力的な争い

事があったと聞きました」と述べていた。 

 それらの否定的なステレオタイプは、非チベット族の先輩もしくは教員から伝えられたり、非チベ

ット族の間で再生産されている。それらのステレオタイプの、存在は確かに民族間交流にマイナスな

影響を与えている。例えば、「チベット族学生は暴力的であるため、バスケットゲームでチベット族

学生と一緒にやりたくない」ということを語った学生もいる。このように、再生産されているステレ

オタイプが、民族間交流の壁を維持し続けさせている。 

3.2チベット族間相互行為 

調査先の大学では、学部の調整と宿舎の調整があり、元来独立のチベット族学学部とイ族学学部が

解体され、専攻によって他の学部に編入された。各学部では、全員チベット族学生のチベット族クラ

ス、全員イ族学生のイ族クラスといろいろな民族、特に漢族がいる一般クラス、それぞれ設置されて
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いる。一般クラスの宿舎では同じ民族の学生は同じ宿舎に住んではいけない。一般クラスの授業に参

加した際、チベット族地域で育った 3 人の女の子は、ルームメイトでないにもかかわらず、仲良しで

いつも授業で近くの座席に座っているし、一緒にご飯を食べているのである。つまり、交流できる機

会は増えたにもかかわらず、何らかの民族間交流の壁が存在していると言えるだろう。 

チベット族学生に対するグループインタビューでは、非チベット族学生から押し付けられたステレ

オタイプについてある程度理解している。例えば、「暴力について、漢族学生と会う時、隣から曲が

っていくことをしている、なんか私たちを怖がっているそうな感じ」、「なんか漢族の学生はもし私た

ちとぶつかり合うと倒れちゃうのように思われている感じ」と語った。「能力不足」について、「この

前一般、イ族とチベット族クラスが一緒に行った活動で、一般クラスの学生たちはイ族とチベット族

クラスのプランを全部否定していて、最後は我々の悪口も言ってた。確かに、漢族学生は我々より学

力などの能力が高いけど、そういう風に扱われたのがやっぱり不機嫌だ」と訴えた。「不清潔感」に

ついては、「漢族いつもチベット族はシャワー浴びなくて、汗臭いイメージがあるけど、毎日シャワ

ーしているよ。」などとチベット族学生が話した。 

 これら押し付けられたステレオタイプは、チベット族学生同士で話し合いをすることを通して、チ

ベット族学生内部で再生産されている。また、それら否定的なステレオタイプの存在を意識すること

によって、チベット族学生の非チベット族学生と交流する意欲も抑えられている。例えば、「漢族学

生は私たちに触られたら、暴力を振るうと思われるかもしれないので、我々も避けるようにしている」

と、あるチベット族学生は語った。このようにして、民族間交流の壁は打破しにくくなる。 

3.3非チベット族とチベット族間相互行為 

 学校内部の日常生活においては、チベット族と非チベット族の相互行為は少なくないが、民族間

の相互行為を通した、非チベット族学生のチベット族学生に対するステレオタイプの再生産も見られ

る。例えば、「うるさい」について、「そもそもチベット族学生はルール守らないイメージを持ち、こ

の前教室で勉強した時何人かのチベット族学生は途中入って、ゲームのことを大きな声で話して、注

意しても聞いてくれなかったうるさくて失礼だと思う」の話から見ると、元来持つステレオタイプが

チベット族との相互行為の中で改善するどころか、再生産されてしまっている場合もある。 

 

四、おわりに 

中国における少数民族政策によって、より多くのチベット族が主流文化への理解を深めることがで

きるようになった。それは多民族社会の構築に役立っているが、他方、非チベット族学生によるチベ
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ット族文化に対する理解が不十分であることや、加えて、チベット族学生と非チベット族学生の間に

は、政治的、経済的、学力的な格差も存在していることから、民族間交流の壁が形成されている。 

調査地の大学では、学部再編によって民族間交流の機会が増えたにもかかわらず、チベット族学生

と非チベット族学生の交流、および相互行為においては、依然として壁が存在している。   

この壁が、民族系大学内部で存在し続けているのは、学内におけるステレオタイプの再生産に原因

があると考えられる(図１参照)。このステレオタイプの再生産は、三つの側面含んでいる。一つは、

非チベット族同士の相互行為によるステレオタイプの再生産である。非チベット族学生によるチベッ

ト族学生に対するイメージは、主に先輩や教員からもたらされる場合が多い。二つ目は、チベット族

学生同士の相互行為によるステレオタイプの再生産である。チベット族学生自身も、ほかの民族から

持たれているイメージを意識しており、チベット族学生同士で互いにこれらのイメージの不適当性と

愚痴を訴えることもある。三つ目は、非チベット族学生とチベット族学生の学校の日常生活での相互

行為によるステレオタイプの再生産である。 

つまり、本研究の調査では、ステレオタイプが存在し続けているのは、非チベット族学生間、チベ

ット族学生間、および両民族間の相互行為で再生産されているためであり、それが民族間交流にマイ

ナスな影響を与えており、その結果として、民族交流の壁も依然として存在しているということが示

唆された。 
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